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序
古
代
国
家
は
地
方
行
政
の
監
察
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
者
を
諸
国
に
派

遣
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
使
者
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
個
別
の
使
者
の

性
格
や
国
司
監
察
制
度
を
巡
っ
て
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
（
（
（

。
そ
の
一
方
で
、
八
世

紀
に
地
方
に
お
い
て
直
接
百
姓
撫
育
を
実
施
す
る
主
体
と
し
て
の
朝
使
を
論
じ
た
有

富
純
也
氏
や
（
（
（

、
八
～
十
世
紀
ま
で
の
朝
使
派
遣
制
度
全
体
の
構
造
を
総
合
的
に
論
じ

た
市
大
樹
氏
の
研
究
は
特
筆
さ
れ
る
（
（
（

。
両
氏
に
よ
れ
ば
、
天
長
年
間
に
「
良
吏
」
に

地
方
支
配
を
委
任
す
る
政
策
に
転
換
し
た
こ
と
を
受
け
て
全
国
一
斉
の
遣
使
は
縮
小

の
方
向
に
向
か
い
、
受
領
監
察
の
た
め
の
個
別
の
遣
使
も
十
世
紀
半
ば
ま
で
に
消
滅

す
る
と
い
う
。
朝
使
派
遣
制
度
の
大
ま
か
な
沿
革
は
両
氏
の
論
じ
る
と
お
り
で
よ
い

と
考
え
る
が
、
十
世
紀
後
半
以
降
も
実
際
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
と
し
て
、
検
交
替
使

の
存
在
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

筆
者
は
最
近
、
市
氏
の
著
書
の
書
評
を
呈
す
る
機
会
を
得
た
が
（
（
（

、
そ
の
際
に
検
交

替
使
の
任
命
・
発
遣
・
帰
還
報
告
に
つ
い
て
の
『
西
宮
記
』
な
ど
の
記
述
が
、
朝
使

や
そ
の
権
威
を
保
証
す
る
任
符
の
理
解
に
資
す
る
情
報
を
多
く
有
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
い
た
。
検
交
替
使
と
は
、
受
領
の
交
替
の
際
に
前
司
が
卒
去
し
て
い
る

場
合
に
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
、
後
司
へ
の
引
き
継
ぎ
を
監
督
す
る
使
者
で
あ
る
。
検

交
替
使
に
つ
い
て
は
、
従
来
国
司
交
替
制
度
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
と
り
あ
げ
ら
れ

る
こ
と
は
あ
っ
た
が
（
（
（

、
そ
の
派
遣
に
伴
う
諸
政
務
を
扱
っ
た
研
究
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
、
検
交
替
使
の
選
定
・
出
立
・
帰
還
等
の
あ
り
方
は
、
八
・
九
世
紀
の
朝
使

一
般
の
性
格
と
認
め
ら
れ
る
要
素
が
か
な
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
平
安
時
代
の
検
交
替
使
の
派
遣
政
務
の
具
体
像
を
復
原
す
る
作
業
を
行

な
い
、
そ
の
上
で
八
・
九
世
紀
の
朝
使
に
遡
り
得
る
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

一
西
宮
記
か
ら
み
た
検
交
替
使
の
選
定

ま
ず
検
交
替
使
の
選
定
手
続
き
（「
検
交
替
使
選
定
儀
」
と
称
す
）
に
つ
い
て
、

最
も
詳
細
な
記
事
を
有
す
る
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時
一
（
甲
）・
定
交

替
使
事
、
同
・
定
遣
検
交
替
使
事
を
あ
げ
て
お
く
。
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⑦
式
部
省
は
使
・
主
典
を
一枚
に
ま
と
め
た
召
名
を
作
成
し
弁
官
に
提
出
す
る
。

⑧
弁
官
は
内
印
官
符
を
作
成
し
主
典
に
下
す
。

以
上
が
検
交
替
使
選
定
儀
の
概
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
を
詳
細
に
見
て

い
き
た
い
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
。
前
掲
『
西
宮
記
』
定
交
替
使
事
に
は
「
大
臣
奏
聞

〈
有
二
申
文
一
〉」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
申
文
」
は
新
任
受
領
に
よ
る
検
交
替
使
の
派

遣
申
請
で
あ
る
。
検
交
替
使
は
後
司
の
申
請
に
も
と
づ
い
て
派
遣
さ
れ
る
が
、
天
暦

七
年
（
九
五
三
）
六
月
十
三
日
宣
旨
で
そ
の
申
請
方
法
が
整
備
さ
れ
、
新
任
受
領
の

任
官
後
出
立
前
に
派
遣
申
請
を
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
（
（
（

。
こ
の
検
交
替
使
の
派
遣
を

後
司
が
申
請
す
る
文
書
の
ひ
な
型
が
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
六
・
諸
国
公
文
中
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
。『
九
条
年
中
行
事
』
申
一
上
事
に
「
申
二
請
交
替
使
一
事
〈
外
国
〉

…
以
上
奏
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
交
替
使
申
請
解
文
は
申
文
の
形
式
で
一
上
に
報

告
さ
れ
、
上
奏
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（
（

。
な
お
、
申
請
を
許
可
す
る
場
合
の
天
皇
の

奏
報
は
「
可
レ
定
二
遣
之
一
」
で
あ
る
（
（
（

。

上
奏
を
経
て
天
皇
の
裁
許
を
得
た
申
請
解
文
は
、
上
卿
に
下
給
さ
れ
た
後
上
卿
か

ら
大
弁
に
下
さ
れ
（
（
（

、
検
交
替
使
の
選
定
が
は
じ
ま
る
（
（1
（

。
人
選
は
ま
ず
大
弁
が
史
に
命

じ
て
候
補
者
を
書
き
出
さ
せ
る
。
こ
の
段
階
の
候
補
者
名
簿
を
「
擬
使
文
」
と
呼
ん

で
お
き
た
い
（
（1
（

。
こ
の
擬
使
文
作
成
の
時
点
で
既
に
一
、
二
人
に
絞
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
こ
で
の
候
補
者
選
定
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、『
小
右
記
』
長
元
二

年
（
一
〇
二
九
）
八
月
二
日
条
で
は
、
頭
弁
が
伊
予
国
検
交
替
使
の
選
定
に
あ
た
り
、

諸
司
官
人
を
歴
問
し
、
ま
た
「
補
任
帳
」（
全
任
官
者
の
リ
ス
ト
、
後
述
）
を
引
見

し
て
探
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
に
必
ず
し
も
立
候
補
で
は
な
く
、
弁
官
が
諸
司
官

人
の
中
か
ら
適
切
な
者
を
選
び
だ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
弁
官
が
作
成
し
た
擬
使
文
を
②
で
大
臣
が
覧
じ
、
③
で
口
頭
で

一
人
を
決
定
す
る
。
さ
ら
に
④
で
清
書
が
作
成
さ
れ
、
大
臣
が
覧
じ
て
確
定
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
検
交
替
使
選
定
の
最
終
決
定
権
は
大
臣
に
あ
り
、
人
選
に
天
皇
は
関

与
し
な
い
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

一
、
定
二
交
替
使
一
事

一
大
臣
奏
聞
、〈
有
二
申
文
。一〉
仰
二
大
弁
。一
々
々
書
二
一
両
人
、一
於
二
陣
座
一
覧
二

大
臣
。一
々
々
定
二
厶
人
。一
大
弁
出
二
陣
腋
一
書
二
一
定
人
一
又
覧
。
下
給
時
毎
度

結
申
。
非
参
議
大
弁
於
二
突
膝
一
可
レ
申
。
大
弁
下
レ
史
。
主
典
大
弁
定
下
。〈
後

申
二
大
臣
。一〉
近
代
以
二
宣
旨
一
下
二
式
部
。一
使
・
主
典
各
一
枚
。
上
二
召
名
一
之

時
、
載
二
一
紙
。一
次
給
二
内
印
官
符
主
典
。一（
中
略
）
使
就
二
外
記
一
受
二
駅
鈴
。一

定
二
遣
検
交
替
使
一
事
〈
損
田
使
亦
同
。〉

大
弁
取
下
書
二
出
交
替
使
一
之
文
、上〈
預
仰
レ
史
所
レ
令
レ
書
。〉
着
二
陣
座
一
奉
二
大

臣
。一
返
給
結
申
〈
申
二
二
ヶ
国
已
上
使
一
者
、
検
二
国
々
交
替
一
使
厶
国
厶
官
厶

姓
厶
丸
。
皆
唱
、
随
レ
宣
付
二
爪
注
。一
不
二
称
唯
。一
但
若
一
国
者
、
只
結
二
厶

国
。一〉
了
起
座
、
着
二
陣
腋
一
令
二
清
書
。一
還
着
二
陣
座
、一
又
奉
レ
之
。
返
給
結
申

如
レ
前
。〈
此
度
随
レ
宣
毎
度
称
唯
。〉

こ
の
ほ
か
、
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
軸
臨
時
二
・
宣
旨
事
や
『
北
山
抄
』
巻

六
・
下
宣
旨
事
な
ど
に
よ
っ
て
補
い
つ
つ
、
次
第
を
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

①
大
臣
が
奏
聞
の
後
、
大
弁
に
命
じ
て
史
に
候
補
者
を
書
き
出
さ
せ
る
。

②
大
弁
は
陣
座
で
大
臣
に
候
補
者
名
簿
を
見
せ
る
。
大
臣
が
返
給
し
た
後
、

大
弁
が
結
ね
申
す
。
結
詞
は
「
検
国
々
交
替
之
使
、
某
国
某
丸
官
姓
名
」（
一

国
の
み
選
定
す
る
場
合
は
「
国
々
」
が
「
国
」
に
な
る
）。

③
大
臣
が
口
頭
で
一
人
を
決
定
す
る
。
こ
の
と
き
大
弁
は
称
唯
せ
ず
、
爪
注

を
付
す
。

④
大
弁
は
陣
腋
で
清
書
し
、
再
度
大
臣
に
見
せ
る
。
返
給
さ
れ
た
ら
最
初
と

同
じ
よ
う
に
結
ね
申
す
。こ
の
と
き
は
口
頭
に
よ
る
裁
許
の
た
び
に
称
唯
す
る
。

⑤
主
典
は
後
日
大
弁
が
選
定
し
、
大
臣
に
報
告
す
る
。

⑥
確
定
し
た
使
・
主
典
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
旨
一
枚
を
式
部
省
に
下
す
。
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次
に
⑤
に
つ
い
て
。
検
交
替
使
は
使
と
主
典
各
一
人
で
構
成
さ
れ
る
。
使
と
主
典

は
選
定
方
法
が
異
な
り
、
使
は
大
臣
が
定
め
る
の
に
対
し
、
主
典
は
大
弁
が
選
定

（
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時
一
（
甲
）・
定
交
替
使
事
に
よ
れ
ば
「
諸
司
判

官
以
上
并
散
位
文
章
生
等
堪
レ
事
者
」
か
ら
選
ぶ
）
し
後
日
大
臣
に
報
告
す
る
。
検

交
替
使
の
人
員
構
成
の
実
例
は
佐
々
木
恵
介
氏
の
整
理
を
参
照
さ
れ
た
い
が
（
（1
（

、
使
・

主
典
と
い
う
構
成
の
初
見
は
吉
岡
眞
之
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
越
中
国
官
倉
納
穀

交
替
帳
に
「
大（
八
〇
七
）

同
二
年
九
月
十
四
日
〈
主
典
蔭
孫
大
初
位
下
阿
保
朝
臣
氏
丸
〉　

使

采
女
佐
正
八
位
多
治
比
真
人
貞
成
」
と
あ
る
の
を
そ
れ
と
認
定
し
て
よ
か
ろ
う
（
（1
（

。
さ

ら
に
『
令
集
解
』
公
式
令
４９
駅
使
在
路
条
穴
記
が
使
・
主
典
の
構
成
を
例
に
あ
げ
て

お
り
、
喪
葬
令
７
官
人
従
征
条
朱
説
で
も
「
有
二
使
主
典
一
使
者
」
と
「
无
二
主
典
一

使
者
」
が
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
人
員
構
成
は
八
・
九
世
紀
に
遡

る
朝
使
一
般
の
特
徴
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
⑥
・
⑦
に
つ
い
て
。
使
・
主
典
は
太
政
官
組
織
で
選
定
し
、
宣
旨
に
よ
っ
て

式
部
省
に
通
達
す
る
の
だ
が
、
こ
の
と
き
の
宣
旨
の
実
例
が
『
類
聚
符
宣
抄
』
第

八
・
詔
使
所
収
康
保
元
年
（
九
六
四
）
十
月
十
四
日
宣
旨
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
文
書

様
式
と
し
て
は
弁
官
を
通
し
て
式
部
省
に
通
達
し
た
下
弁
官
宣
旨
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
の
宣

旨
を
受
け
て
式
部
省
が
召
名
を
作
成
し
て
弁
官
に
提
出
す
る
。
召
名
お
よ
び
⑧
の
官

符
作
成
過
程
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
検
交
替
使

選
定
儀
に
お
け
る
式
部
省
の
役
割
は
召
名
の
作
成
に
限
ら
れ
る
（
あ
る
い
は
、
形
式

上
と
は
い
え
式
部
省
に
よ
る
召
名
作
成
が
必
須
だ
っ
た
）
と
い
う
点
に
注
意
を
喚
起

し
て
お
き
た
い
。

以
上
が
検
交
替
使
選
定
儀
の
手
続
き
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
選
定
儀
の
実
例
等
に
よ

り
二
点
補
足
し
て
お
き
た
い
。
一
点
目
は
人
選
に
お
け
る
恣
意
の
介
入
に
つ
い
て
で

あ
る
。『
小
右
記
』
治
安
二
年
五
月
三
日
条
の
検
交
替
使
定
で
は
、
大
弁
が
提
出
し

た
擬
使
文
に
載
せ
ら
れ
た
佐
渡
・
長
門
・
伊
予
そ
れ
ぞ
れ
三
人
（
伊
予
は
不
明
）
の

候
補
者
の
中
か
ら
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
上
卿
実
資
が
誰
に
す
べ
き
か
出
席

し
た
公
卿
（
中
納
言
道
方
・
参
議
朝
経
・
同
資
平
）
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
発

言
し
な
か
っ
た
。
重
ね
て
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
大
弁
藤
原
朝
経
は
、

近
代
只
我
良
〔
郎
〕等
従
者
相
稱
〔
構
ヵ
〕為

二
交
替
使
、一
作
下
失
二
官
物
一
謀
上
事
為
二
流
例
。一

不
レ
然
忽
改
者
。

と
答
え
た
と
い
う
。
こ
の
発
言
の
意
図
は
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
前
司

卒
去
国
の
受
領
が
自
分
の
郎
等
従
者
を
交
替
使
に
し
官
物
を
失
す
る
謀
を
企
て
る
の

が
流
例
と
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
『
北
山
抄
』
巻
十
・
吏

途
指
南
（
前
司
卒
去
国
申
停
交
替
使
事
）
に
「
而
近
年
為
レ
失
二
官
物
一
申
請
、
随
二

国
司
申
、一
定
二
得
レ
意
者（（1
（

一
」
と
、
検
交
替
使
の
人
選
は
国
司
の
申
請
の
ま
ま
に
意
を

得
た
者
を
任
命
す
る
と
い
っ
た
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
令
任
用
分
付
方
式
（
（1
（

の
方
が
か

え
っ
て
公
益
が
あ
る
の
で
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
の
と
一
致
す
る
。『
西
宮
記
』

か
ら
う
か
が
え
る
手
続
き
で
は
人
選
に
後
任
国
司
の
恣
意
が
入
る
余
地
は
な
い
よ
う

に
見
え
る
が
、
実
態
と
し
て
は
後
司
に
都
合
の
よ
い
者
を
任
命
す
る
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
点
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

二
点
目
は
弾
正
台
官
人
を
検
交
替
使
と
し
て
選
定
す
る
場
合
の
特
殊
な
手
続
き
に

つ
い
て
で
あ
る
。
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
軸
臨
時
二
・
宣
旨
事
（
諸
国
詔
使
事
）

に
は
、但

至
三
于
差
二
定
弾
正
官
人
、一
奏
聞
勅
許
之
後
、
上
召
二
仰
疏
。一
台
官
者
不
レ
奉
二

宣
・
内
侍
宣
等
一
也
。

と
あ
り
、
弾
正
台
官
人
を
詔
使
に
選
定
す
る
場
合
の
手
続
き
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
派
遣
の
旨
を
奏
聞
し
勅
許
を
得
た
後
（
（1
（

、
上
卿
が
疏
を
召
し
、
左
衛
門
陣
で
仰
せ

下
す
。
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時
一
（
甲
）・
定
交
替
使
事
に
「
遣
二
弾
正

官
人
一
者
、
上
卿
着
二
左
衛
門
陣
一
仰
」、『
北
山
抄
』
巻
六
・
備
忘
略
記
（
下
宣
旨
事
）

に
も
「
有
二
弾
正
官
人
一
者
、
先
令
レ
奏
二
事
由
、一
召
二
疏
於
左
衛
門
陣
一
仰
レ
之
」
な
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が
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
延
喜
弾
正
式
１２７
遣
五
畿
内
条
に
は
犯
罪
の
摘

発
の
た
め
に
台
官
人
を
畿
内
に
派
遣
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
佐
藤
全
敏
氏
に
よ
れ

ば
、
弾
正
台
は
大
宝
令
・
養
老
令
の
法
意
と
し
て
は
京
内
の
み
を
管
轄
範
囲
と
し
、

畿
内
へ
の
遣
使
が
一
般
化
す
る
の
は
九
世
紀
以
降
で
あ
る
と
い
う
（
（2
（

。
検
交
替
使
の
弾

正
台
官
人
任
命
は
こ
う
し
た
流
れ
に
由
来
し
、
法
に
明
る
く
糺
察
能
力
の
あ
る
弾
正

台
が
派
遣
さ
れ
る
の
が
例
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
延
喜
式
か
ら
み
た
朝
使
選
定
儀

前
章
で
十
世
紀
に
お
け
る
検
交
替
使
選
定
儀
の
具
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

そ
こ
で
見
た
特
徴
は
朝
使
全
般
の
も
の
と
見
ら
れ
る
部
分
が
か
な
り
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
朝
使
派
遣
制
度
を
整
備
し
た
『
類
聚
三
代
格
』
諸
使
并
公
文
事
所
収
天
長

二
年
（
八
二
五
）
五
月
十
日
太
政
官
符
に
は
、

太
政
官
符

定
二
詔
使
・
官
使
一
事

右
頃
年
之
間
、
為
レ
推
二
民
訴
一
遣
二
使
四
方
、一
或
国
司
等
対
二
捍
使
者
一
不
レ
承
二

勘
問
、一
捍
侮
之
辞
触
レ
類
多
端
。
遂
乃
使
旨
不
レ
展
、
徒
然
引
帰
。
冤
屈
之
民

累
レ
年
懐
レ
愁
、
路
次
之
駅
空
疲
二
迎
送
。一
稍
尋
二
其
由
、一
縁
レ
無
二
使
威
。一
詔
使

臨
レ
界
、
豈
如
レ
此
乎
。
左
大
臣
宣
。
奉　
レ
勅
、
度
レ
時
立
レ
制
、
古
今
攸
レ
貴
。

宜
下
定
二
使
色
一
以
粛
中
将
来
。上
其
巡
察
・
覆
囚
・
検
税
・
交
替
・
畿
内
校
班
田
・

問
民
苦
并
訴
等
使
、
並
准
二
詔
使
之
例
。一
賑
給
・
検
損
田
・
池
溝
・
疫
死
等
使
、

猶
為
二
官
使
。一
但
遣
使
之
旨
出
二
於　

勅
語
、一即
是
等
所
謂
詔
使
而
已
。
不
レ
可
三

更
限
二
事
之
軽
重
。一（
下
略
）

と
あ
り
、
朝
使
を
詔
使
と
官
使
に
分
類
す
る
こ
と
で
使
者
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
詔
使
は
律
令
に
規
定
さ
れ
た
用
語
で
あ
り
、「
受
詔

出
使
」（
職
制
律
２９
受
制
出
使
不
返
条
）、「
奉
勅
差
使
」（
儀
制
令
６
文
武
官
条
）
な

ど
と
あ
る
の
も
同
様
の
手
続
き
を
し
て
お
り
、
実
例
と
し
て
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
二

年
（
九
三
九
）
六
月
四
日
条
で
、
上
卿
が
左
衛
門
陣
に
弾
正
疏
惟
方
を
召
し
、
口
頭

で
少
忠
藤
原
定
遠
を
検
交
替
使
と
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
の
も
、
儀
式
書
が
記
す
手

続
き
と
一
致
し
て
い
る
。
通
常
の
選
定
儀
で
は
任
官
者
が
選
ば
れ
た
後
に
上
奏
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
弾
正
台
官
人
を
使
者
と
す
る
場
合
に
は
上
奏
し
天
皇

の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
右
に
掲
げ
た
『
西
宮
記
』
に
よ
れ
ば
、
弾
正
台
官
人
は
「
宣
」
を
受
け

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
九
軸
臨
時
一
（
乙
）・
諸
宣

旨
に
「
下
弾
正
宣
旨
〈
不
レ
奉
二
弁
史
宣
、一
依
二
官
符
一
所
レ
行
也
〉」、
同
第
十
軸
臨
時

二
・
宣
旨
事
に
「
但
彼
台
申
云
、
不
レ
奉
二
弁
史
伝
宣
等
一
云
々
。
但
依
二
官
符
宣
旨
一

所
レ
行
也
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
弾
正
台
へ
は
弁
・
史
を
経
て
伝
達
さ
れ
る
下
弁

官
宣
旨
が
下
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
太
政
官
符
か
、
弾
正
台
へ
直
接
上
宣
が
下
さ
れ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
（1
（

。
そ
の
た
め
上
卿
が
左
衛
門
陣
に
弾
正
疏
を
召
し
て
直
接

仰
せ
る
伝
達
方
式
が
と
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
（
（2
（

。

弾
正
台
官
人
が
特
に
検
交
替
使
に
選
ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
元
二
年

（
一
〇
二
九
）
八
月
の
実
例
で
は
、
伊
勢
検
交
替
使
に
官
史
を
任
命
す
る
こ
と
の
是

非
が
問
題
と
な
っ
た
。
史
を
詔
使
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
前
例
を
調
べ
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
検
交
替
使
は
厳
重
で
あ
る
か
ら
史
を
派
遣
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
、
ま
し
て

先
例
の
多
い
二
省
丞
や
弾
正
忠
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。
ま

た
万
寿
元
年
十
一
月
二
日
の
交
替
使
定
で
は
、
駿
河
・
但
馬
・
因
幡
の
検
交
替
使
を

選
定
し
た
が
、
駿
河
交
替
使
に
任
じ
ら
れ
た
弾
正
忠
橘
行
俊
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ

た
。
彼
の
任
命
に
つ
い
て
は
奏
聞
を
経
て
天
皇
の
認
可
を
既
に
得
て
い
た
が
、
実
資

は
行
俊
の
能
力
に
疑
問
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
資
は
、「
か
つ
て
は
合
議
で

使
者
を
決
定
し
て
い
た
が
、
最
近
は
そ
う
で
は
な
い
。
公
事
に
不
熟
の
者
で
あ
っ
て

も
、
弾
正
台
の
官
人
と
い
う
理
由
だ
け
で
選
ば
れ
奏
上
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
」
と

日
記
に
記
し
て
い
る
（
（2
（

。
こ
う
し
た
例
か
ら
は
、
弾
正
台
が
官
人
の
非
違
を
検
察
す
る

と
い
う
職
掌
の
ゆ
え
に
、
地
方
官
の
監
察
を
任
務
と
す
る
朝
使
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
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ど
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
命
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
る
使
者
の
意
で
あ
る
（
（2
（

。「
天
皇

が
選
定
す
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
区
分
は
詔
使

へ
の
対
捍
を
律
に
よ
り
罰
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
右
の
官
符
で
は
検
交
替
使
以
外
に
も
六
種
類
の
朝
使
が
詔
使
に
分
類
さ
れ

て
い
る
が
、
摂
関
期
に
な
る
と
、
単
に
「
詔
使
」
と
い
え
ば
検
交
替
使
を
指
す
の
が

一
般
的
に
な
る
。「
序
」
で
示
し
た
よ
う
に
こ
の
時
期
に
は
朝
使
の
派
遣
は
縮
小
さ

れ
、
検
交
替
使
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
と

す
れ
ば
、
検
交
替
使
選
定
儀
に
八
・
九
世
紀
に
遡
る
要
素
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

詔
使
全
体
の
特
徴
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（
（2
（

。
そ
こ
で
前
章
で
見
た
特
徴
を
ほ
か
の
朝

使
全
般
に
一
般
化
す
る
た
め
、
延
喜
式
に
お
け
る
朝
使
選
定
規
定
と
比
較
し
た
い
。

ま
ず
と
り
あ
げ
る
の
は
、
朝
使
の
選
定
全
体
を
規
定
し
た
延
喜
太
政
官
式
４５
差
使
条

で
あ
る
。

凡
応
三
差
レ
使
遣
二
諸
国
一
者
、太
政
官
先
以
レ
状
奏
聞
。
大
事
臨
時
奉
レ
勅
定
レ
名
、

中
事
大
臣
簡
奏
、
少
事
令
下
弁
官
仰
二
式
部
一
簡
点
、上
省
即
録
レ
名
直
申
二
大
臣
。一

訖
即
其
文
入
二
太
政
官
、一
更
写
二
一
通
一
入
二
弁
官
一
発
遣
。
其
使
廻
日
応
レ
申
二
務

太
政
官
一
者
、
先
以
レ
状
申
二
弁
官
。一
即
弁
・
史
等
率
引
就
レ
座
。
先
申
二
使
政
。一

訖
即
退
出
、
然
後
弁
・
史
申
レ
政
如
レ
常
。

内
容
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
太
政
官
が
「
状
」
を
も
っ
て
上
奏
す
る
。
選
定
の
方
法
は
案
件
の
重
要
度

に
応
じ
て
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

大
事
：
天
皇
の
指
示
に
よ
り
定
め
る
。

中
事
：
大
臣
が
選
び
選
定
す
る
。

少
事
：
弁
官
が
式
部
に
仰
せ
て
選
定
さ
せ
る
。

②
式
部
省
は
そ
の
名
を
録
し
直
接
大
臣
に
申
す
。
擬
文
は
太
政
官
（
外
記
）

に
入
れ
、
一
通
を
写
し
弁
官
に
入
れ
る
。

③
弁
官
局
で
官
符
を
作
成
し
発
遣
す
る
。

④
使
者
は
帰
還
後
に
太
政
官
に
「
状
」
を
作
成
し
て
弁
官
に
報
告
す
る
。
弁
・

史
は
朝
使
を
引
率
し
て
公
卿
聴
政
の
座
に
就
か
せ
、
一
般
政
務
に
先
だ
っ
て
朝

使
の
帰
朝
報
告
を
行
な
う
。

③
官
符
作
成
と
④
帰
還
報
告
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は

選
定
手
続
き
で
あ
る
①
②
に
関
し
て
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
ま
ず
確
認
し
て

お
き
た
い
の
は
、
①
と
②
相
互
の
関
係
で
あ
る
。
通
説
的
に
は
②
の
規
定
は
①
の

少
事
に
の
み
関
わ
る
も
の
と
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
（2
（

。
し
か
し
そ
の
場
合
大

事
・
中
事
に
お
け
る
朝
使
の
選
定
手
続
き
が
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
い
疑
問
が
あ

る
。
大
事
・
中
事
・
少
事
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
区
分
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
検

交
替
使
選
定
儀
も
参
考
に
す
れ
ば
、
②
は
式
部
省
に
よ
る
召
名
作
成
の
こ
と
で
あ

り
、
式
部
選
定
の
少
事
は
も
ち
ろ
ん
、
天
皇
・
大
臣
に
よ
る
選
定
の
場
合
で
も
、
召

名
を
式
部
が
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
②
は
大
事
・
中
事
・
少
事
す
べ

て
に
か
か
る
と
み
て
よ
い
。
同
様
の
手
続
き
を
特
定
の
使
者
に
つ
い
て
規
定
し
た
延

喜
太
政
官
式
４９
賑
給
使
条
に
は
（
（2
（

、

凡
遣
二
賑
給
使
、一
奏
二
国
解
一
訖
即
仰
二
式
部
一。
二
日
之
内
進
二
擬
レ
使
文
、一
同
日

弁
官
修
レ
符
請
印
。
訖
五
日
内
使
者
発
去
。
若
致
二
闕
怠
一
者
、
尋
レ
情
勘
当
。

臨
時
縁
急
之
使
亦
同
。

と
あ
り
、「
擬
使
文
」
を
式
部
省
が
太
政
官
に
進
上
す
る
が
、
こ
の
「
擬
使
文
」
は

や
は
り
召
名
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
前
章
で
触
れ
た
弁
官
作
成
の
「
擬
使
文
」
と
は
異

な
る
）。
朝
使
の
任
命
は
通
常
の
任
官
儀
と
異
な
る
特
殊
な
手
続
き
を
経
て
、
式
部

省
の
強
い
関
与
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
（2
（

。
な
お
、
賑
給
使
派
遣
申
請
の
国

解
を
上
奏
す
る
こ
と
も
、
検
交
替
使
の
派
遣
申
請
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、「
擬
使
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文
」
＝
召
名
の
作
成
と
弁
官
へ
の
送
付
に
つ
い
て
は
延
喜
式
部
式
上
８２
擬
使
条
に
、

凡
擬
レ
使
者
、
丞
申
二
大
臣
一
之
後
、
其
名
簿
令
三
録
進
二
太
政
官
、一
史
生
進
二
弁

官
。一

と
あ
り
、
式
部
丞
が
大
臣
に
召
名
を
申
し
、
そ
の
後
録
が
召
名
を
太
政
官
（
外
記
）

に
提
出
し
、写
し
一
部
を
史
生
が
弁
官
に
提
出
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
れ
は
先
に
見
た
使
・
主
典
と
い
う
人
員
構
成
の
う
ち
、
使
の
選
定
に
つ
い
て
述
べ

た
規
定
と
考
え
ら
れ
る
が
、
主
典
の
人
事
に
つ
い
て
は
延
喜
式
部
式
上
８４
主
典
算
師

条
に
、凡

諸
使
所
レ
請
主
典
・
算
師
者
、
使
人
簡
二
諸
司
主
典
已
下
応
レ
堪
レ
事
者
、一
録

レ
名
申
レ
省
、
省
申
二
太
政
官
。一

と
あ
り
、「
主
典
・
算
師
」
は
使
者
と
な
っ
た
者
が
諸
司
主
典
以
上
の
事
に
堪
え
得

る
者
を
選
び
、
名
を
録
し
て
任
命
を
式
部
省
に
請
求
し
、
式
部
省
が
太
政
官
に
報
告

し
式
部
省
で
任
命
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
算
師
は
延
喜
主
税
式
上
７９
校
班
田
使

食
条
（
弘
仁
主
税
式
も
同
様
）
に
畿
内
校
班
田
使
の
一
員
と
し
て
食
法
が
規
定
さ
れ

て
お
り
、
地
方
監
察
に
必
要
な
計
算
・
測
量
業
務
を
行
な
う
た
め
に
選
定
さ
れ
る
場

合
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
（2
（

。

　

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
延
喜
式
に
お
け
る
朝
使
の
選
定
方
法
と
、
前
章
で
見

た
十
世
紀
以
降
に
お
け
る
検
交
替
使
選
定
儀
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
選
定
儀
全
体
の
流
れ
は
か
な
り
一
致
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
、
継
承
関
係
を
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
大
き
く
異
な
る
の
は
式
部
省
の

役
割
で
あ
る
。
延
喜
式
で
は
少
事
の
朝
使
は
式
部
省
が
任
命
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
大
臣
が
選
定
す
る
中
事
以
上
の
場
合
も
式
部
省
が
召
名
を
作
成
し
最
終
的
な
確

定
文
書
の
作
成
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
検
交
替
使
選
定
儀
で
は
、
擬
使
文
の
作

成
や
主
典
の
選
定
を
弁
官
が
行
な
っ
て
お
り
、
式
部
省
は
人
選
に
関
与
す
る
余
地
が

な
い
。
こ
の
変
化
は
式
部
省
の
職
務
の
後
退
に
対
応
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
次
章

以
下
で
別
の
論
点
も
踏
ま
え
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
、
②
に
お
け
る
式
部
省
の
上
申
に
つ
い
て
、
延
喜
太
政
官
式
２
庶
務
申
官

条
で
考
選
目
録
や
六
位
以
下
位
記
請
印
、
式
部
判
補
な
ど
と
同
じ
く
弁
官
を
介
さ
ず

直
接
上
卿
に
申
政
す
る
三
省
申
政
（
直
申
型
）
の
形
態
を
と
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る

点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
三
省
申
政
（
直
申
型
）
は
官
人
の
考
選
・
叙
位
に
関
す

る
重
要
な
案
件
の
上
申
に
用
い
ら
れ
、
吉
川
真
司
氏
に
よ
れ
ば
、
三
省
申
政
は
天
皇

と
の
君
臣
関
係
を
基
本
と
す
る
官
人
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
政
務
で
用
い
ら
れ
た

手
続
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
（3
（

。
と
す
れ
ば
、
朝
使
選
定
も
天
皇
と
の
関
係
に
お
い

て
意
味
が
あ
る
特
別
な
政
務
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
朝
使
選
定
と
式
部
省
・
任
符

　

第
一
章
で
見
た
『
西
宮
記
』
に
お
け
る
検
交
替
使
選
定
儀
の
検
討
に
戻
り
、
⑦
に

お
い
て
確
定
し
た
使
・
主
典
の
名
を
式
部
省
が
清
書
し
た
文
書
が
「
召
名
」
と
さ
れ

て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

　

平
安
時
代
に
お
け
る
勅
任
官
・
奏
任
官
の
任
官
銓
擬
の
場
で
あ
る
除
目
で
は
（
（3
（

、
闕

官
名
を
列
記
し
た
大
間
に
任
官
候
補
者
名
を
記
入
し
、
上
奏
を
経
て
正
式
な
任
官
者

リ
ス
ト
が
清
書
さ
れ
る
。
こ
の
清
書
さ
れ
た
文
書
が
召
名
で
あ
る
。
召
名
本
来
の
意

義
は
、
任
官
儀
に
お
い
て
読
み
上
げ
て
当
該
官
人
に
任
官
の
事
実
を
口
頭
で
告
知
す

る
も
の
で
あ
り
、
召
名
儀
が
形
骸
化
し
た
十
世
紀
以
降
に
お
い
て
は
召
名
の
作
成
と

奏
覧
を
も
っ
て
任
官
が
確
定
す
る
と
い
う
意
味
を
持
っ
た
（
（3
（

。
と
す
れ
ば
、
朝
使
の
選

定
に
お
い
て
式
部
省
が
召
名
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
朝
使
選
定
が
式
部
省
の
職
務
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
八
・
九
世
紀
の
遺
制
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
点
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
る
た
め
、
や
や
本
筋
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
は
な
る

が
、
式
部
省
が
任
命
主
体
と
な
る
式
部
判
補
の
手
続
を
検
討
し
た
い
。
朝
使
の
選
定

は
式
部
省
の
強
い
関
与
と
い
う
点
で
式
部
判
補
と
手
続
き
を
同
じ
く
す
る
面
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
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八
・
九
世
紀
の
式
部
判
補
の
実
態
の
分
析
は
史
料
的
制
約
に
よ
り
困
難
で
あ
る

が
、
十
世
紀
以
降
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
判
任
以
下
の
ポ
ス
ト
を
任
命
す
る
政

務
で
あ
る
一
分
召
の
様
子
を
前
田
家
巻
子
本
『
西
宮
記
』
巻
三
・
二
月
（
一
分
召
）

や
、
大
永
本
『
西
宮
記
』
第
九
冊
・
一
分
召
時
宣
旨
事
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
分
召
に
つ
い
て
は
既
に
田
原
光
泰
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
が
（
（3
（

、
こ
こ
で
は

田
原
氏
の
論
に
よ
り
つ
つ
本
稿
の
関
心
に
沿
っ
て
改
め
て
整
理
し
た
い
。
ま
ず
『
西

宮
記
』
に
よ
る
一
分
召
の
次
第
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
準
備式

部
卿
が
殿
上
の
丞
を
通
じ
て
一
分
召
を
行
な
う
旨
を
奏
上
す
る
。
蔵
人
頭
が

勅
を
奉
り
、
諸
司
所
々
に
命
じ
て
申
文
（
諸
司
所
々
奏
・
公
卿
請
文
）
を
提
出

さ
せ
、（
蔵
人
頭
が
？
）
選
定
し
奏
聞
さ
せ
る
。
内
給
案
文
は
内
給
所
に
下
す
。

②
当
日上

卿
を
召
し
、
宣
旨
を
給
う
。
上
卿
は
「
一
分
之
闕
国
補
任
帳
」
と
「
年
々
宣

旨
抄
」
を
参
照
し
つ
つ
申
文
を
選
定
し
、
返
奏
す
る
。
勅
許
を
得
た
後
、
上
卿

は
式
部
輔
を
陣
の
膝
突
に
召
し
宣
旨
を
下
す
（
目
録
を
控
え
る
）。

以
上
が
『
西
宮
記
』
に
お
け
る
一
分
召
の
次
第
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

は
、
こ
の
手
続
き
は
内
給
・
公
卿
給
な
ど
の
推
薦
権
を
持
つ
天
皇
や
公
卿
に
よ
る
推

薦
者
の
決
定
方
法
と
、
そ
の
結
果
の
式
部
省
へ
の
通
達
の
場
面
の
み
を
述
べ
て
い
る

点
で
あ
る
。
内
給
、
公
卿
給
、
一
部
の
諸
司
の
史
生
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
分
召
以

前
に
上
奏
を
経
て
決
裁
済
み
の
文
書
が
式
部
省
に
提
出
さ
れ
る
が
、
式
部
省
は
こ
れ

ら
を
と
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
そ
れ
以
外
の
史
生
等
の
任
官
者
を
式
部
省
で
決
定
し
、

全
体
の
召
名
を
式
部
省
が
作
成
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
分
召
の
特
徴
を
考
え
る
た
め
、
奏
任
以
上
の
任
官
儀
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。
特
に
注
目
す
る
の
は
任
官
儀
で
使
用
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
。
律
令
制
に

お
い
て
任
官
儀
の
文
書
に
つ
い
て
定
め
た
養
老
公
式
令
８４
任
授
官
位
条
に
は
、

凡
任
二
授
官
位
一
者
、
所
二
任
授
一
之
司
、
皆
具
録
二
官
位
姓
名
・
任
授
時
年
月
・

貫
属
年
紀
、一
造
レ
簿
。
〈
其
任
官
簿
、
除
二
貫
属
年
紀
。一〉
官
人
連
署
印
記
。
若

有
二
転
任
身
死
及
事
故
、一
以
レ
理
去
レ
任
者
、
即
於
二
簿
下
、一
朱
書
注
之
。（
後
略
）

と
あ
り
、
任
命
さ
れ
る
官
人
の
官
位
姓
名
・
任
命
年
月
・
貫
属
年
紀
を
記
録
し
た

「
任
授
簿
」
を
「
所
任
授
之
司
」
す
な
わ
ち
式
部
・
兵
部
が
作
成
す
る
（
同
条
集
解

古
記
）。
玉
井
力
氏
に
よ
れ
ば
、こ
こ
に
見
え
る「
任
授
簿
」（
任
官
簿
と
授
位
簿
）は
、

平
安
時
代
の
除
目
の
場
で
用
い
ら
れ
る
補
任
帳
と
同
一
内
容
で
あ
る
と
い
う
（
（3
（

。
補
任

帳
に
は
全
官
職
名
と
そ
れ
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
者
の
位
階
姓
名
・
任
命
年
月
日
が
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
の
間
に
欠
員
・
補
充
が
生
じ
る
た
び
に
朱
で
訂
正
さ
れ
て
い

く
（
（3
（

の
だ
が
、
佐
々
木
恵
介
氏
は
補
任
帳
の
用
途
を
「
任
官
後
の
異
動
を
記
録
し
て
次

回
の
任
官
の
参
考
と
す
る
た
め
の
も
の
」
と
し
、
そ
れ
は
式
部
・
兵
部
に
任
官
結
果

が
通
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
式
部
上
２３
除
目
簿
案
条

に
は
「
凡
除
目
簿
案
一
通
、
除
目
後
五
日
内
加
二
勘
合
、一
進
二
弁
官
一
」
と
あ
り
、
こ

の
「
除
目
簿
案
一
通
」
が
任
官
儀
で
大
臣
か
ら
渡
さ
れ
る
任
官
結
果
で
、
こ
れ
を
五

日
以
内
に
勘
合
す
る
過
程
で
作
成
さ
れ
る
の
が
補
任
帳
で
あ
る
と
す
る
（
（3
（

。

一
方
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
前
田
家
巻
子
本
『
西
宮
記
』
巻
二
・
正
月
下
（
除

目
）
に
よ
れ
ば
、「
除
目
簿
」
＝
召
名
は
任
官
儀
後
に
二
省
が
正
文
を
外
記
に
提
出

し
、
写
し
一
通
は
任
符
所
に
提
出
し
、
も
う
一
通
を
蔵
人
所
に
提
出
す
る
。
延
喜
式

で
は
弁
官
に
提
出
と
さ
れ
て
い
た
の
と
異
な
る
が
、
弁
官
へ
の
提
出
が
任
符
作
成
の

た
め
と
す
れ
ば
う
な
ず
け
る
（
任
符
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
任
官
結
果
を
受
け
て
補
任
帳
を
作
成
す
る
の
は
式
部
省
（
武
官
は

兵
部
省
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
補
任
帳
の
性
格
に
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
、
延
喜
式

部
式
上
１４６
内
外
補
任
帳
条
（
（3
（

を
検
討
し
た
い
。

凡
内
外
諸
司
主
典
已
上
、
及
諸
国
史
生
・
博
士
・
医
師
・
陰
陽
師
・
弩
師
補
任
帳
、

毎
年
正
月
一
日
・
七
月
一
日
進
二
太
政
官
。一〈
但
蔵
人
所
料
、
六
月
・
十
二
月
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廿
日
進
。〉
若
有
二
改
官
及
歴
名
錯
謬
一
者
、
以
レ
朱
側
注
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
外
所
司
主
典
以
上
お
よ
び
諸
国
史
生
な
ど
の
補
任
帳
は
毎
年

正
月
・
七
月
の
一
日
に
式
部
・
兵
部
両
省
が
太
政
官
に
提
出
す
る
が
、
蔵
人
所
に

対
し
て
は
前
年
十
二
月
二
十
日
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

『
政
事
要
略
』
巻
二
十
八
・
年
中
行
事
十
二
月
上
所
収
蔵
人
式
に
は
、

蔵
人
式
云
、
十
二
月
廿
日
、
式
兵
両
省
進
二
内
外
官
主
典
已
上
補
任
帳
。一
但
式

部
省
加
二
進
諸
国
一
分
已
上
秩
満
帳
一。〈
二
省
参
レ
所
進
レ
之
。
蔵
人
相
遇
取
二
解

文
。一〉

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
に
、
内
外
諸
司
補
任
帳
と
一
分
等
補
任
帳
は
別
の
も
の
で
あ

り
、
式
部
省
が
一
分
已
上
秩
満
帳
を
蔵
人
所
に
提
出
す
る
こ
と
か
ら
、
一
分
等
補
任

帳
は
式
部
省
が
独
自
に
作
成
す
る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

補
任
帳
に
関
連
す
る
文
書
と
し
て
は
他
に
補
任
解
文
が
あ
る
。
延
喜
太
政
官
式
２５

受
業
解
文
条
お
よ
び
延
喜
式
部
式
上
１７７
注
本
業
条
に
は
、

凡
諸
国
受
業
博
士
・
医
師
補
任
解
文
并
籖
符
、
名
下
注
二
各
本
業
。一

凡
諸
国
博
士
・
医
師
補
任
解
文
并
補
任
帳
、
姓
名
之
下
、
受
業
者
注
二
各
本
業
。一

と
あ
り
、
補
任
帳
の
ほ
か
に
補
任
解
文
な
る
文
書
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
三
月
十
五
日
条
に
関
連

記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
国
博
士
・
国
医
師
な
ど
は
受
業
・
非
業
の
別
に
よ

り
任
期
が
異
な
る
が
、「
補
任
」
で
は
受
業
・
非
業
の
区
別
が
わ
か
ら
ず
、
任
符
に

も
そ
の
記
載
が
な
い
。
そ
の
た
め
任
期
や
給
与
の
誤
り
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
式

部
省
は
、
受
業
者
の
「
補
任
解
文
」
の
姓
名
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
本
業
を
明
確
に
し

て
「
某
生
」
と
注
記
し
、
任
符
に
も
そ
の
旨
を
注
載
す
る
こ
と
を
申
請
し
、
こ
れ
が

制
度
化
さ
れ
延
喜
式
に
定
着
し
た
（
（3
（

。
こ
の
他
に
補
任
解
文
の
用
例
は
見
え
な
い
が
、

こ
の
記
事
を
見
る
限
り
、
補
任
解
文
は
博
士
・
医
師
な
ど
特
に
学
術
知
識
や
技
術
を

要
す
る
官
職
だ
け
に
関
す
る
推
薦
状
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
（
（3
（

。
そ

れ
ら
を
も
と
に
式
部
省
は
一
分
等
を
任
命
し
、
任
官
者
を
ま
と
め
た
召
名
を
作
成
し

弁
官
に
送
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
召
名
を
も
と
に
全
一
分
官
人
の
任
官
状

況
を
ま
と
め
た
最
新
の
補
任
帳
を
作
成
し
、
式
部
省
で
保
管
す
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
手
続
き
の
も
と
、
式
部
判
補
は
式
部
省
の
も
と
で
任
命
さ
れ
、
式
部

省
内
の
資
料
の
み
で
補
任
帳
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
延
喜
式
部
式
上
１１１
公

験
条
に
見
え
る
式
部
の
公
験
の
書
式
に
は
、
式
部
の
次
官
と
主
典
の
書
名
だ
け
で
効

力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
式
部
判
補
は
全
て
式
部
の
責
任
で
行
な
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
（
（4
（

。

　

式
部
省
の
人
事
へ
の
関
与
の
変
遷
を
見
る
と
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
七
月

二
十
三
日
の
太
政
官
処
分
に
よ
っ
て
、
早
く
も
令
制
が
改
め
ら
れ
て
奏
任
以
上
に
対

す
る
式
部
省
の
銓
擬
権
が
太
政
官
に
奪
わ
れ
、
式
部
省
が
銓
擬
権
を
行
使
で
き
る
の

は
官
判
任
と
式
部
判
補
の
み
と
な
っ
た
（
（4
（

。
逆
に
こ
れ
に
よ
り
一
分
等
に
対
す
る
式
部

省
の
役
割
は
明
確
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
が
、『
西
宮
記
』
の
段
階
に
な
る
と
、
天

皇
・
公
卿
の
特
権
と
し
て
任
命
権
が
分
割
さ
れ
て
い
る
。
田
原
氏
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
十
世
紀
に
は
式
部
省
の
権
限
が
か
な
り
縮
小
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
朝
使
と
の
関
連
で
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時
一
（
甲
）・
定

遣
検
交
替
使
事
に
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。

件
使
・
主
典
等
上
古
省
簡
二
定
其
人
、一
進
二
官
名
簿
。一
而
令
下
官
被
レ
定
二
下
省
一

召
中
立
之
上
云
々
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
朝
使
は
か
つ
て
式
部
省
が
選
定
し
太
政
官
に
名
簿
を
提
出
し
て

い
た
が
、
最
近
で
は
太
政
官
が
選
定
し
て
式
部
省
に
下
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。
こ
れ
は
朝
使
選
定
儀
が
延
喜
式
の
方
式
か
ら
西
宮
記
の
方
式
へ
と
転
換
し
た
事
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情
を
説
明
し
た
記
述
と
考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く
本
来
は
式
部
省
が
数
人
に
絞
り
込
ん

だ
擬
使
文
を
作
成
し
、
そ
の
中
か
ら
事
の
重
大
さ
に
応
じ
て
天
皇
や
大
臣
が
選
定
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
式
部
省
の
役
割
の
縮
小
に
対
応
し
て
、
使
は
弁
官
に
よ
る

擬
使
文
作
成
と
大
臣
に
よ
る
決
裁
、
主
典
は
弁
官
の
選
定
に
よ
る
こ
と
に
な
り
、
式

部
省
は
従
来
の
名
残
と
し
て
召
名
の
作
成
の
み
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
⑧
で
召
名
を
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
る
「
内
印

官
符
」
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
官
符
が
い
か
な
る
も
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
例
え

ば
『
小
右
記
』
治
安
三
年
十
一
月
二
十
三
日
条
に
、
交
替
使
が
病
気
に
よ
り
下
向
せ

ず
、
後
司
が
使
者
の
変
更
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
官
符
の
請
印
を
し
て
い
な
い

た
め
変
更
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
官
符
に
交
替
使
本
人
の
姓
名

等
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
請
印
に
よ
っ
て
効
力
を
発
す
る
検
交
替

使
の
身
分
を
証
明
す
る
文
書
と
思
わ
れ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
往
来
の
供
給

や
現
地
で
の
任
務
遂
行
な
ど
の
証
明
に
関
す
る
も
の
、
お
そ
ら
く
は
任
符
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
任
符
は
国
司
な
ど
外
官
の
任
命
後
に
、
任
官
の
事
実
を
赴
任
先
に

通
達
す
る
た
め
の
文
書
で
あ
る
が
、
近
年
で
は
任
符
を
任
官
者
自
身
が
携
行
す
る
こ

と
で
往
還
の
供
給
を
受
け
た
こ
と
、
任
符
に
内
印
を
捺
す
こ
と
で
天
皇
の
使
者
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
点
に
本
質
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

。
検
交
替

使
に
発
せ
ら
れ
た
官
符
の
実
例
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
が
、
類
例
と
思
わ
れ
る

も
の
に
『
類
聚
符
宣
抄
』
第
八
・
損
亡
事
所
収
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
六
月
二
十
二

日
太
政
官
符
が
あ
る
。
こ
れ
は
近
江
国
司
宛
に
検
河
損
使
・
主
典
の
処
分
に
従
う
よ

う
通
達
し
た
文
書
で
、
末
尾
に
駅
鈴
の
剋
数
を
記
し
て
い
る
。
検
交
替
使
の
場
合
も

こ
の
よ
う
な
官
符
を
使
者
が
携
行
し
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
本
文
書
の
前
段

階
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
補
任
文
」
と
さ
れ
る
文
書
が
同
書
に
収
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
式
部
に
下
達
す
る
宣
旨
の
原
型
な
い
し
控
え
、
あ
る
い
は
官
符
の
下

書
き
で
あ
ろ
う
か
。

奏
任
以
上
の
官
の
任
符
に
つ
い
て
は
、
弁
官
が
召
名
を
も
と
に
任
符
（
籤
符
）
を

作
成
し
、
請
印
の
た
め
外
記
局
に
送
付
、
外
記
局
は
正
月
一
日
に
提
出
さ
れ
た
前
年

の
補
任
帳
と
照
合
し
、
最
新
の
補
任
状
況
を
把
握
し
た
後
で
請
印
に
入
れ
る
、
と
い

う
手
続
き
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（4
（

。
一
方
、式
部
判
補
の
任
符
に
つ
い
て
は
、

『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
（
七
二
九
）
五
月
庚
戌
条
の
太
政
官
処
分
で
大
き
な
制
度

変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

太
政
官
処
分
、
准
レ
令
、
諸
国
史
生
及
傔
仗
等
、
式
部
判
補
。
赴
任
之
日
、
例

下
二
省
符
、一
符
内
仍
偁
二
関
司
勘
過
。一
自
レ
非
二
弁
官
、一
不
レ
合
二
此
語
。一
自
今
以
後
、

補
任
已
訖
、
具
注
二
交
名
。一
申
二
送
弁
官
、一
更
造
レ
符
乃
下
二
諸
国
。一

諸
国
史
生
や
傔
仗
と
い
っ
た
式
部
判
補
は
、
従
来
赴
任
時
に
式
部
省
符
を
下
し
て

い
た
が
、
式
部
省
符
に
用
い
ら
れ
る
「
関
司
勘
過
」
の
字
句
は
弁
官
以
外
が
使
用
し

て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
今
後
は
補
任
後
に
「
交
名
」
を
弁
官
に
送
り
、
弁
官
で
符
を

作
成
し
諸
国
に
下
す
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
以
後
、式
部
が
式
部
判
補
の
補
任
名
簿（
召

名
か
）
を
作
成
し
て
弁
官
に
送
付
し
、
任
符
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
延
喜
太
政

官
式
２６
籖
符
印
条
に
「
凡
諸
国
史
生
・
博
士
・
医
師
籖
符
、
外
記
勘
二
会
補
任
帳
、一

明
知
二
其
補
由
、一
然
後
請
印
」
と
あ
る
規
定
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
検
交
替
使
選
定
儀
に
お
い
て
召
名
を
も
と
に
作
成
さ
れ

る
「
内
印
官
符
」
も
、
検
交
替
使
の
任
符
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ

う
。
朝
使
に
も
任
符
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
交
通
の
便
を
は
か
る
と
と
も
に
、
現

地
で
の
朝
使
と
し
て
の
権
威
を
保
証
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
検
交
替
使
の
出
立
と
復
命

　

最
後
に
、
検
交
替
使
の
出
立
と
帰
還
時
の
政
務
報
告
を
見
て
み
た
い
。
十
世
紀
以

降
の
検
交
替
使
の
出
立
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
に
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時

一
（
甲
）・
定
交
替
使
事
に
「
使
就
二
外
記
一
受
二
駅
鈴
一
」
と
あ
る
の
み
で
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
た
だ
し
延
喜
太
政
官
式
４６
遣
和
泉
使
条
に
「
凡
遣
二
和
泉
国
一
使
、
准
二
外

国
一
給
二
駅
鈴
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
畿
外
に
出
立
す
る
使
者
が
外
記
庁
に
赴
き
駅
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鈴
を
受
け
取
る
の
は
朝
使
一
般
の
性
格
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
養
老
公
式

令
８０
京
官
出
使
条
に
は
「
凡
京
官
以
二
公
事
一
出
レ
使
、
皆
由
二
太
政
官
一
発
遣
」
と
あ

り
、
朝
使
は
出
立
前
に
太
政
官
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
朝
使

に
付
す
便
送
文
書
を
受
け
取
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
延
喜
式
か
ら
出
立
関
係
の
条
文
を
確
認
し
て
お
く
と
、
延
喜
太
政
官

式
４７
遣
諸
国
使
条
に
、

凡
遣
二
諸
国
一
使
、
式
部
申
レ
官
之
後
、
若
有
二
稽
留
、一
弁
官
催
発
。

と
、
式
部
省
が
太
政
官
に
申
し
た
後
、
使
者
の
出
立
が
遅
れ
た
場
合
に
は
弁
官
が
催

促
し
発
遣
す
る
と
あ
る
。「
式
部
官
に
申
す
の
後
」
と
は
式
部
省
が
召
名
を
太
政
官

に
提
出
し
た
後
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
官
符
作
成
後
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
ら
、
任
符
が
請
印
さ
れ
た
後
、
使
者
は
す
み
や
か
に
出
立
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
延
喜
式
部
式
上
８３
不
上
本
司
条
（
（4
（

に
「
凡
遣
二
諸
国
一
使
諸
司

官
人
、
申
レ
官
之
後
、
不
レ
上
二
本
司
一
」
と
あ
る
の
も
、
使
者
に
選
定
さ
れ
た
者
は

そ
の
任
務
に
集
中
し
迅
速
に
出
立
す
べ
き
と
の
認
識
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
朝
使
に
選
定
さ
れ
た
後
で
病
な
ど
の
理
由
で
出
立
し
な
か
っ
た
場
合
の
規
定

が
延
喜
式
部
式
上
８５
擬
使
称
病
条
に
あ
る
。

凡
諸
司
官
人
及
雑
色
等
擬
レ
使
、
直
申
二
太
政
官
。一
其
後
若
称
レ
病
者
、
省
勘
二

虚
実
、一
相
換
更
申
。
若
有
二
欺
詐
一
者
、
依
レ
法
科
罪
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
式
部
省
が
使
者
を
選
定
し
太
政
官
に
報
告
し
た
後
で
そ
の
者
が

病
と
称
し
出
立
し
な
か
っ
た
場
合
、
式
部
省
が
そ
の
虚
実
を
勘
じ
た
上
で
新
た
な
者

を
選
定
し
太
政
官
に
報
告
し
、
も
し
病
が
偽
り
で
あ
っ
た
な
ら
こ
れ
を
処
罰
す
る
こ

と
と
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、『
別
聚
符
宣
抄
』
承
平
七
年
（
九
三
七
）
九
月
八
日

宣
旨
で
は
、「
検
諸
国
交
替
・
不
堪
佃
田
・
損
田
使
等
」
で
病
に
よ
り
赴
任
し
な
い

者
は
、
百
二
十
日
を
過
ぎ
た
ら
解
官
す
る
と
し
て
い
る
。
前
章
ま
で
で
見
た
よ
う
に

摂
関
期
に
は
式
部
省
に
よ
る
人
選
は
弁
官
に
移
っ
て
い
る
が
、『
小
右
記
』
万
寿
二

年
九
月
二
十
四
日
条
に
、

駿
河
詔
使
大
舎
人
允
政
孝
遭
喪
替
、
以
二
東
市
佑
賀
茂
為
正
一
可
二
宣
下
一
由
示
二

遣
右
大
弁
許
。一
又
更
於
二
仗
座
一
無
二
定
書
之
例
。一
仍
所
二
宣
下
一
也
。

と
あ
り
、
詔
使
（
検
交
替
使
）
の
遭
喪
に
よ
る
代
官
（
（4
（

を
選
定
す
る
際
に
は
再
び
選
定

儀
を
行
な
う
必
要
は
な
く
、
弁
官
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
朝
使
の
帰
還
に
関
し
て
は
、『
西
宮
記
』
等
の
儀
式
書
に
検
交
替
使
返
事

儀
（
帰
朝
報
告
）
の
作
法
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
様
子
を
か
な
り
具
体
的
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
検
交
替
使
返
事
儀
の
次
第
を
復
原
し
、
そ
の
特
徴
を
検
討

し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
関
連
史
料
を
列
挙
し
よ
う
。

壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時
一
（
甲
）・
申
交
替
使
返
事

一
、
申
二
交
替
使
返
事
一

有
二
弁
官
申
文
一
者
、
可
二
被
レ
引
レ
使
先
申
。一〈
天
暦
元
年
十
二
月
五
日
、
三
箇

国
使
申
返
事
。
同
九
年
十
月
十
日
、
二
箇
国
使
申
。〉
使
主
典
立
レ
版
。
上
卿

召
〈
寸
〉。
唯
、
着
二
床
子
。一
使
法
申
。
主
典
読
申
。
上
卿
云
、
縦
〈
ヨ
シ
〉。

同
音
唯
、
退
出
。〈
先
参
二
官
朝
庁
一
申
レ
弁
之
後
、
申
二
外
記
。一
或
用
二
代
官
。一

使
以
二
申
文
一
申
二
一
上
。一
々
卿
許
諾
之
後
、
下
二
上
宣
一
令
レ
申
。
或
次
上
卿

下
二
宣
旨
。一〉

壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
軸
臨
時
二
・
宣
旨
事

一
、
諸
国
詔
使
事
〈
検
交
替
・
損
・
不
堪
等
之
類
。
閲
使
在
二
此
中
。一
馬
寮
允

属
為
レ
使
。（
事
返
事
）
申
二
返
事
、一
請
二
代
官
一
者
、
申
二
一
上
卿
、一
随
二
処
分
一

着
座
、
上
卿
下
二　

宣
旨
。一〉

〔
衍
ヵ　
〕
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『
北
山
抄
』
巻
六
・
備
忘
略
記
（
下
宣
旨
事
・
諸
国
詔
使
事
）

為
レ
申
二
送
返
事
、一
請
二
代
官
一
者
、
随
二
一
上
処
分
、一
下
二
着
座
上
卿
宣
旨
。一
損

不
堪
使
如
レ
之
。

壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時
一
（
甲
）・
定
交
替
使
事

帰
来
時
、
於
二
官
外
記
一
申
二
返
事
。一

以
上
の
史
料
よ
り
検
交
替
使
返
事
儀
の
次
第
を
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
帰
還
し
た
検
交
替
使
は
ま
ず
官
朝
庁
（
太
政
官
曹
司
庁
）
に
参
り
、
帰
朝
報
告

を
行
な
い
た
い
旨
を
申
請
す
る
。
許
可
が
出
た
ら
外
記
に
申
政
を
行
な
う
旨
を
通
達

す
る
。
弁
官
申
政
が
あ
る
日
に
弁
官
に
引
率
さ
れ
、
使
・
主
典
が
版
に
立
つ
。
上
卿

が
召
す
。
使
は
称
唯
し
床
子
に
着
す
。
使
が
法
申
（
開
始
の
合
図
）
を
行
な
い
、
主

典
が
報
告
書
を
読
申
す
る
。
上
卿
は「
ヨ
シ
」と
言
う
。
使
は
同
音
称
唯
し
退
出
す
る
。

検
交
替
使
返
事
の
流
れ
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
手
続
き
は
三
省
申
政

（
引
率
型
）
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
省
申
政
（
引
率
型
）
は
、
公
卿
聴
政
が

あ
る
日
に
、
中
務
省
・
式
部
省
・
兵
部
省
の
三
省
官
人
が
弁
官
に
引
率
さ
れ
て
聴
政

に
参
加
し
自
ら
の
案
件
を
読
申
す
る
政
務
で
、
季
禄
目
録
・
馬
料
目
録
・
位
禄
目
録

を
読
申
し
た
（
（4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
公
卿
へ
の
報
告
は
、『
西
宮
記
』
の
時
代
（
十
世
紀
中
後
期
）
以
降

は
南
所
申
文
な
い
し
陣
申
文
で
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
（4
（

。
壬
生
本
『
西
宮
記
』
第

十
二
軸
臨
時
六
・
外
記
政
（
請
印
）
裏
書
に
、
天
徳
二
年
十
月
二
十
九
日
、
交
替
使

返
事
に
よ
り
侍
従
所
（
南
所
）
に
着
し
た
例
が
見
え
る
。
ま
た
『
本
朝
世
紀
』
天
慶

元
年
八
月
十
三
日
条
に
見
え
る
実
例
で
も
、
少
納
言
遅
参
に
よ
り
外
記
が
代
官
し
た

こ
と
以
外
は
、西
宮
記
等
よ
り
復
原
さ
れ
る
次
第
と
同
様
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
本『
勘

例
』（
近
衛
家
記
録
十
五
函
文
書
一
三
―
一
六
）
に
も
、

同
日
検
交
替
使
申
二
返
事
一
前
後
事

長
和
五
八
廿
七
、
政
、
権
中
納
言
行
成
・
参
議
道
方
参
入
。
三
ヶ
日（
国
ヵ
）交替

使
申
二

返
事
、一
次
法
事
（
申
ヵ
）、

次
尋
常
政
由
申
上
。
而
上
卿
不
二
甘
心
。一
外
記
尋
二
日
記
、一

詔
使
申
後
可
レ
有
二
尋
常
政
一
者
。
但
不
レ
注
二
法
申
前
後
。一
上
懇
懃
与
奪
。

と
あ
り
、
尋
常
政
に
先
だ
っ
て
復
命
儀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
前
章
で
見
た
延
喜
太
政
官
式
４５
差
使
条
の
内
容
④
に
相
当
し
、

『
儀
式
』
巻
九
・
朝
堂
儀
に
も
、

若
引
二
諸
司
及
使
一
申
レ
政
者
、
少
納
言
・
左
右
弁
及
省
輔
并
使
五
位
已
上
、
先

進
就
二
前
版
。一（
中
略
）
諸
司
及
使
政
畢
帰
却
、
弁
官
乃
申
二
尋
常
政
。一

と
あ
り
、
八
・
九
世
紀
に
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
朝
政
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
帰
朝
報
告
は
ほ
ぼ
同
様
の
手
続
き
が
律
令
制
当
初
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た

と
見
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
弁
官
を
介
さ
な
い
口
頭
行
政
が
帰
朝
報
告
の
本
質
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
吉
川
聡
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
朝
使
に
よ

る
口
頭
で
の
帰
朝
報
告
は
か
な
り
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
（4
（

。

　

こ
う
し
た
使
者
に
よ
る
帰
朝
報
告
の
古
い
あ
り
方
を
記
紀
神
話
の
中
に
求
め
れ

ば
、『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
に
は
、
天
神
が
派
遣
し
た
使
者
に
よ
る
帰
還
報
告
の
場

面
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
例
え
ば
神
代
下
・
第
九
段
本
文
の
国
譲
り
神
話
で
は
、

高
天
原
か
ら
葦
原
中
国
へ
天
穂
日
命
を
派
遣
し
た
が
、
天
穂
日
命
は
大
己
貴
神
に
お

も
ね
り
媚
び
て
三
年
間
「
報
聞
」
せ
ず
、
つ
い
で
派
遣
し
た
者
ら
も
「
復
命
」
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
高
皇
産
霊
尊
を
中
心
と
す
る
諸
神
の
合
議
に
よ
り
経
津

主
神
・
武
甕
槌
神
ら
を
派
遣
し
高
皇
産
霊
尊
の
勅
を
伝
え
、「
将
報
之
辞
」
を
問
う

た
。
そ
こ
で
つ
い
に
大
己
貴
神
は
子
の
事
代
主
神
の
意
向
を
聴
き
服
従
す
る
こ
と
と

し
、
こ
の
旨
を
使
者
ら
は
「
報
命
」
し
た
の
で
あ
る
。

　

帰
還
後
の
使
者
に
よ
る
報
告
の
重
要
性
を
強
調
す
る
の
は
超
時
代
的
で
は
あ
る

が
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
に
見
え
る
「
報
聞
」「
復
命
」「
報
命
」
は
、
い
ず
れ
も

「
カ
エ
リ
ゴ
ト
モ
ウ
ス
」
と
の
和
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
（
（4
（

。
律
令
制
以
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（
2
）　

有
富
純
也
「
百
姓
撫
育
と
律
令
国
家
」〔『
日
本
古
代
国
家
と
支
配
理
念
』
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
九
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
〕。

（
3
）　

市
大
樹
「
朝
使
派
遣
の
構
造
と
展
開
」〔『
日
本
古
代
都
鄙
間
交
通
の
研
究
』
塙
書
房
、

二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
・
二
〇
一
六
年
を
改
稿
〕。

（
4
）　

拙
稿
「
市
大
樹
著
『
日
本
古
代
都
鄙
間
交
通
の
研
究
』（
書
評
と
紹
介
）」〔『
日
本
歴
史
』

八
四
三
、
二
〇
一
八
年
〕。

（
5
）　

吉
岡
眞
之
「
検
交
替
使
帳
の
基
礎
的
研
究
」〔『
古
代
文
献
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
七
五
年
〕、
菊
池
礼
子
「
令
任
用
分
付
実
録
帳
と
交
替
実
録
帳
」

〔『
古
代
文
化
』
二
七
―
四
、
一
九
七
五
年
〕、
佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国
司
交
替
制

度
の
一
側
面
」〔『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
一
九
八
九

年
〕
な
ど
。

（
6
）
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
六
・
諸
国
公
文
中
所
収
。
こ
の
ほ
か
、『
別
聚
符
宣
抄
』
及
び
壬
生
本

『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時
一
（
甲
）・
定
交
替
使
事
に
も
同
じ
宣
旨
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
六
・
諸
国
公
文
中
所
収
天
暦
七
年
六
月
十
三
日
宣
旨
に
は
「
申
二
交

替
使
一
文
〈
申
二
一
上
一
奏
〉
無
二
続
文
一
」
と
い
う
表
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
検

交
替
使
派
遣
申
請
の
申
文
が
一
上
を
経
て
上
奏
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
無
続
文
」
は
こ
の

申
文
に
先
例
を
貼
り
続
が
な
い
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。

（
8
）　
『
小
右
記
』
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
四
月
三
日
条
。

（
9
）　
『
小
右
記
』
治
安
三
年
八
月
十
七
日
・
二
十
二
日
条
。

（
10
）　

検
交
替
使
選
定
儀
は
吉
日
を
選
ん
で
行
わ
れ
た
。『
小
右
記
』
治
安
二
年
四
月
十
七
日
条
。

（
11
）　

例
え
ば
『
小
右
記
』
治
安
二
年
五
月
三
日
条
で
は
「
擬
交
替
使
事
（
書
ヵ
）出
文
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
12
）　
『
小
右
記
』
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
二
月
十
九
日
条
に
み
え
る
「
交
替
使
略
定
文
」
も
同

じ
も
の
か
。
こ
の
例
で
は
各
国
二
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。

（
13
）　

佐
々
木
恵
介
前
掲
註
（
5
）
論
文
二
五
六
頁
表
14
。

（
14
）　

吉
岡
眞
之
前
掲
註
（
5
）
論
文
三
四
八
頁
註
（
11
）。

（
15
）　

壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
九
軸
臨
時
一
（
乙
）・
諸
宣
旨
（
下
式
部
宣
旨
）
に
は
「
交
替
使
〈
官

宣
〉」
と
あ
る
。

（
16
）　
「
随
」
の
字
は
自
筆
本
の
み
に
あ
り
、
前
田
永
正
本
や
九
条
家
本
は
落
と
し
て
い
る
（
共
通

の
祖
本
が
落
と
し
て
い
る
？
）。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
阿
部
猛
編
『
北
山
抄
註
解　

巻
十
吏
途

指
南
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
）
は
「
随
い
て
国
司
は
意
を
得
る
者
を
申
し
定
む
」
と

読
む
が
、検
交
替
使
は
国
司
が
定
め
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、従
え
な
い
。
な
お
、自
筆
本
は「
官

物
」
の
下
に
「
申
請
詔
使
不
然
之
時
依
有
事
」
が
あ
る
が
、
こ
の
文
は
次
行
冒
頭
の
抹
消
さ
れ

た
「
煩
申
停
也
」（「
所
」
と
傍
訂
）
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
同
様
に
抹
消
す
べ
き
で
あ
る
。
前

田
永
正
本
や
九
条
家
本
に
も
な
い
の
は
、
公
任
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
清
書
本
で
抹
消
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
す
る
か
。
西
本
昌
弘
「『
北
山
抄
』
巻
十
の
錯
簡
と
そ
の
復
元
」〔『
日
本
古
代
の

年
中
行
事
書
と
新
史
料
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
一
九
九
五
年
〕
は
清
書
本
は
作

前
か
ら
地
方
へ
派
遣
さ
れ
た
使
者
の
復
命
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
う
し
た
復
命
儀
は
「
カ
エ
リ
ゴ
ト
モ
ウ
シ
」
と
し
て
口
頭
で
な
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
延
喜
太
政
官
式
５２
報
書
条
に
は
「
凡
出
レ
使
申
二
報
書
一
者
、
皆
作
レ
解
」
と

あ
り
、
朝
使
は
解
形
式
の
文
書
を
作
成
し
提
出
す
る
義
務
が
あ
っ
た
が
、
本
質
的
に

は
口
頭
に
よ
る
カ
エ
リ
ゴ
ト
モ
ウ
シ
が
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
通
常
の

政
務
報
告
に
優
先
し
て
行
な
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
平
安
時
代
以
降
の
太
政
官

政
務
の
変
遷
と
と
も
に
推
移
し
、
最
終
的
に
検
交
替
使
返
事
儀
の
中
に
消
化
さ
れ
て

い
る
と
見
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
無
理
な
推
測
と
は
い
え
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

結
語

　

本
稿
で
は
平
安
時
代
の
検
交
替
使
の
選
定
手
続
き
や
出
立
、
帰
還
の
具
体
像
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
が
朝
使
全
般
の
特
徴
と
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
部
分
が
か
な
り

あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
延
喜
式
の
朝
使
選
定
方
法
と
比
較
し
た
上
で
、
朝
使
の
選

定
は
式
部
判
補
の
手
続
き
と
共
通
性
が
あ
る
こ
と
、
式
部
省
の
人
事
権
の
縮
小
に
と

も
な
い
平
安
時
代
に
は
大
臣
―
弁
官
の
み
で
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
朝

使
の
身
分
を
保
証
す
る
た
め
の
任
符
が
存
在
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
帰

朝
報
告
の
分
析
か
ら
、
口
頭
行
政
の
遺
制
を
抽
出
し
た
。

　

従
来
の
研
究
が
八
・
九
世
紀
の
史
料
か
ら
朝
史
の
構
造
を
論
じ
た
の
に
対
し
、

一
〇
世
紀
以
降
の
史
料
を
用
い
て
新
た
な
知
見
を
加
え
よ
う
と
試
み
た
。
事
実
と
し

て
明
ら
か
に
し
得
た
点
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
う
が
、
推
測
に
わ
た
る
部
分
も
多

く
、
ま
た
古
い
要
素
の
遡
及
に
は
な
お
精
査
が
必
要
だ
ろ
う
。
朝
使
全
般
の
意
義
づ

け
な
ど
残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
が
、
全
て
今
後
の
課
題
と
し
て
擱
筆
す
る
。

註（
1
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
渡
部
育
子
「
八
世
紀
の
遣
使
」〔『
律
令
国
司
制
の
成
立
』
同
成

社
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
一
九
九
一
年
〕、「『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
遣
使
記
事
」〔
同
書
、
初

出
一
九
八
〇
年
〕
が
あ
る
。
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成
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
が
、
九
条
家
本
を
踏
ま
え
て
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

（
17
）　

令
任
用
分
付
方
式
と
は
、
前
司
卒
去
時
に
検
交
替
使
の
派
遣
を
停
止
し
、
前
司
同
任
の
任
用

国
司
と
と
も
に
令
任
用
分
付
実
録
帳
を
作
成
し
前
司
受
領
の
定
数
に
よ
っ
て
分
付
す
る
こ
と
。

前
掲
註
（
5
）
の
各
論
文
を
参
照
。

（
18
）　

検
交
替
使
選
定
儀
以
前
に
奏
聞
さ
れ
て
い
た
か
。
後
述
『
小
右
記
』
万
寿
元
年
十
一
月
二
日

条
参
照
。
弾
正
台
官
人
の
派
遣
に
特
に
勅
許
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
延
喜
弾
正
式
40
不
得
権

任
条
に
「
凡
台
疏
以
上
、
自
レ
非
二
別
勅
、一
不
レ
得
三
権
任
二
他
務
一
」
と
、
別
勅
が
な
け
れ
ば
台

官
人
は
他
職
を
兼
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

（
19
）　

早
川
庄
八
『
宣
旨
試
論
』〔
岩
波
書
店
、
一九
九
〇
年
〕
二
五
九
―
二
六
八
頁
も
参
照
。

（
20
）　

壬
生
本
『
西
宮
記
』
第
九
軸
臨
時
一
（
乙
）・
諸
宣
旨
に
も
「
官
人
交
替
使
〈
口
宣
、
召
二

左
衛
門
陣
一
仰
レ
之
〉」
と
あ
る
。

（
21
）　
『
小
右
記
』
長
元
二
年
八
月
十
日
条
。
同
長
元
二
年
八
月
六
日
条
に
も
「
以
二
弾
正
忠
一
遣
二

検
交
替
使
一
已
為
レ
法
」
と
あ
る
。
な
お
、
本
文
で
掲
げ
た
史
の
派
遣
例
に
つ
い
て
は
、
小
原

嘉
記
「
平
安
後
期
官
使
派
遣
の
特
質
」〔『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
九
二
、
二
〇
〇
四
年
〕
が
検
討
し

て
い
る
。

（
22
）　
『
小
右
記
』
万
寿
元
年
十
一
月
二
日
条
。

（
23
）　

佐
藤
全
敏
「
弾
正
台
と
日
本
律
令
国
家
」〔『
日
本
史
研
究
』
六
〇
一
、
二
〇
一
二
年
〕。
た

だ
し
黒
須
利
夫
「
弾
正
台
と
畿
内
」〔『
史
境
』
六
三
、
二
〇
一
一
年
〕
は
、
大
宝
令
以
後
弾
正

台
の
畿
内
派
遣
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。

（
24
）　

市
氏
は
「
奉
勅
の
使
者
」
と
呼
ん
で
い
る
〔
前
掲
註
（
3
）
論
文
五
三
一
頁
〕。

（
25
）　

前
掲
壬
生
本　
『
西
宮
記
』
第
十
二
軸
臨
時
一
（
甲
）・
定
遣
検
交
替
使
事
に
は
「
損
田
使
亦

同
」
と
註
さ
れ
て
お
り
、
損
田
使
も
同
様
の
手
続
き
で
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
掲
天

長
二
年
五
月
十
日
太
政
官
符
で
は
損
田
使
は
官
使
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
官
使
の
選
定
方

法
も
詔
使
と
同
様
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、『
貞
信
公
記
抄
』
延
長
二
年
（
九
二
四
）

十
二
月
七
日
条
で
、
交
替
使
と
損
田
使
が
同
時
に
選
定
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

（
26
）　

市
大
樹
前
掲
註（
3
）論
文
や
、
集
英
社
『
訳
註
日
本
史
料
』
当
該
条
補
註
な
ど
。

（
27
）　

賑
給
使
に
つ
い
て
は
野
尻
忠
「
律
令
制
下
の
賑
給
使
と
地
方
支
配
機
構
」〔『
史
学
雑
誌
』

一
一
〇
―
九
、
二
〇
〇
一
年
〕
を
参
照
。

（
28
）　
『
令
集
解
』
職
員
令
13
式
部
省
条
穴
記
に
「
使
、
謂
凡
諸
使
皆
告
レ
官
、
仰
二
式
部
・
兵
部
一

令
レ
擢
而
已
」
と
あ
る
の
も
参
考
に
な
る
。

（
29
）　

地
方
監
察
に
お
け
る
算
師
の
活
動
に
つ
い
て
は
亀
田
隆
之
「
奈
良
時
代
の
算
師
」〔『
日
本
古

代
制
度
史
論
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
、
初
出
一
九
五
八
年
〕
を
参
照
。

（
30
）　

吉
川
真
司
「
律
令
官
僚
制
の
基
本
構
造
」〔『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
塙
書
房
、一
九
九
八
年
、

初
出
一
九
八
九
年
〕
三
〇
―
三
二
頁
。

（
31
）　

早
川
庄
八
「
八
世
紀
の
任
官
関
係
文
書
と
任
官
儀
に
つ
い
て
」〔『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
八
一
年
〕
を
参
照
。

（
32
）　

西
本
昌
弘
「
八
・
九
世
紀
の
内
裏
任
官
儀
と
可
任
人
歴
名
」〔『
日
本
古
代
儀
礼
成
立
史
の
研

究
』
塙
書
房
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
九
五
年
〕。

（
33
）　

田
原
光
泰
「
九
・
十
世
紀
に
お
け
る
式
部
省
」〔『
延
喜
式
研
究
』
二
一
、
二
〇
〇
五
年
〕。
以

後
、
田
原
氏
の
説
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
34
）　

玉
井
力
「
平
安
時
代
の
除
目
に
つ
い
て
」〔『
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
四
年
〕
二
七
〇
頁
。

（
35
）　

前
掲
養
老
公
式
令
84
任
授
官
位
条
、『
類
聚
国
史
』
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
五
月
十
日
条
、

延
喜
太
政
官
式
114
諸
王
時
服
条
な
ど
。
補
任
帳
の
様
式
は
『
魚
魯
愚
抄
』
巻
一
・
外
記
方
上
な

ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
36
）　

佐
々
木
恵
介
「
古
代
に
お
け
る
任
官
結
果
の
伝
達
に
つ
い
て
」〔
前
掲
註
（
5
）
著
書
、
初

出
二
〇
〇
三
年
〕
九
五
―
九
六
頁
。

（
37
）　
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
正
月
所
引
の
弘
仁
太
政
官
式
・
弘
仁
式
部
式
・
貞
観
同
（
式
部
）
式

も
参
照
。
な
お
、『
小
野
野
宮
年
中
行
事
』
六
月
・
式
兵
両
省
補
任
帳
進
蔵
人
所
事
よ
り
、
蔵

人
所
へ
の
補
任
帳
の
提
出
は
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
七
月
十
四
日
宣
旨
に
よ
り
正
月
・
七
月
に

行
な
わ
れ
る
こ
と
と
し
た
が
、
そ
の
後
仁
寿
三
年
六
月
十
三
日
宣
旨
で
六
月
・
十
二
月
の
提
出

に
改
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
38
）
国
博
士
・
医
師
の
認
容
方
法
に
つ
い
て
は
中
沢
巷
一
「
国
博
士
・
医
師
に
於
け
る
受
業
と
非

業
に
つ
い
て
〔『
法
学
論
叢
』
七
八
―
一
・
二
、
一
九
六
五
年
〕

（
39
）
市
大
樹
「
国
司
任
符
の
発
給
」〔
前
掲
註（
3
）書
、
初
出
一
九
九
八
年
〕五
二
二
頁
註（
27
）は
、

式
部
式
上
177
条
の
「
補
任
帳
」
は
式
部
上
式
146
条
の
補
任
帳
と
は
異
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

同
じ
と
み
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
。

（
40
）　

坂
上
康
俊
・
武
光
誠
「
日
本
の
任
官
文
書
と
唐
の
告
身
」〔『
史
学
論
叢
』
七
、一
九
七
七
年
〕

二
頁
。

（
41
）　
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
七
月
戊
戌
条
、『
令
集
解
』
選
叙
令
４
応
選
条
令
釈

所
引
大
宝
元
年
七
月
二
十
三
日
太
政
官
処
分
。
早
川
庄
八
「
選
任
令
・
選
叙
令
と
郡
領
の

「
試
練
」」〔『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
八
四
年
〕

二
五
八
頁
。

（
42
）　

市
大
樹
「
国
司
任
符
の
伝
達
と
受
信
」〔
前
掲
註
（
3
）
書
、
初
出
一
九
九
八
年
を
大
幅
に
補

訂
〕。

（
43
）　

市
大
樹
「
国
司
任
符
の
発
給
」〔
前
掲
註
（
3
）
書
、
初
出
一
九
九
八
年
〕。

（
44
）　

養
老
公
式
令
79
受
勅
出
使
条
に
「
凡
受
レ
勅
出
レ
使
、
辞
訖
無
レ
故
不
レ
得
レ
宿
二
於
家
一
」
と

あ
る
規
定
に
由
来
す
る
か
。

（
45
）　

遭
喪
に
よ
る
検
交
替
使
の
代
官
に
つ
い
て
は
、『
類
聚
符
宣
抄
』
第
六
・
代
官
所
収
延
喜

二
十
一
年
（
九
二
一
）
九
月
七
日
宣
旨
に
実
例
が
あ
り
、
検
交
替
使
主
典
算
生
秦
繁
覧
が
、
遭

喪
に
よ
り
代
官
を
申
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
理
由
は
不
明
な
が
ら
『
小
右
記
』
長
元
五
年
十
二
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月
二
十
四
日
条
で
、
詔
使
の
代
官
を
前
長
門
守
定
雅
が
申
請
し
た
文
書
を
、
左
少
弁
が
実
資
の

も
と
に
も
た
ら
し
て
い
る
。

（
46
）　

吉
川
真
司
前
掲
註
（
30
）
論
文
三
〇
―
三
二
頁
。
吉
川
氏
は
「
三
省
申
政
（
引
率
型
）
は
全

て
官
人
へ
の
賜
禄
に
関
す
る
読
申
で
あ
」
る
と
す
る
が
、
若
干
修
正
が
必
要
で
あ
る
。

（
47
）　
『
本
朝
世
紀
』　

天
慶
四
年
（
九
四
一
）
十
二
月
四
日
条
に
実
例
が
あ
る
。

（
48
）　

吉
川
聡
「
律
令
制
下
の
文
書
主
義
」〔『
日
本
史
研
究
』
五一〇
、
二
〇
〇
五
年
〕。

（
49
）　

以
上
の
和
訓
は
図
書
寮
本
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
。
図
書
寮
本
は
永
治
二
年
（
一
一
四
二
）

頃
に
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
和
訓
に
つ
い
て
全
面
的
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、「
カ

エ
リ
ゴ
ト
モ
ウ
シ
」
の
和
訓
は
他
の
箇
所
に
も
散
見
す
る
。

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
研
究
員
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同

研
究
研
究
協
力
者
）

（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
二
月
六
日
審
査
終
了
）


